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No テーマ 内容 対象者

ストレスとは何か、ストレスをどう測定するか、ストレスに勝つにはどうすればよいかについて、
ストレス測定体験などもまじえて紹介します。

ストレスの客観的測定
社会人
高校生

1

ストレスチェック結果を活かしたセルフケアの方法をお伝えします。 ストレスチェック結果の見方・活かし方 企業従業員2

スマートフォン使用とストレスの関係について一緒に考えていきたいと思います。スマートフォンとストレス 中学生3

最近話題に上る感染症の紹介とワクチンなどによる予防戦略、標準予防策について解説します。最近話題の感染症とその予防戦略5 社会人・高校生

健康はすべての人間活動の基本です。
学校において子どもたちの命と健康を守り育てる養護教諭の役割についてご紹介します。

学校教育における養護教諭の役割6
学校関係者
高校生

保健室での相談を通して人格を育てる教育を考えます。保健室での健康相談7
学校関係者
中学生・高校生

アメリカという国は人工的にある目的をもって主に白人層によって作られた国てす。
その目的とは何だったのでしょうか？

社会人アメリカはどうして建国されたのか？14

そもそも放射能とは何か、なぜそれが厄介なのか、
人体にはどういう影響があるのかなどについて紹介していきます。

社会人
高校生放射能とは何か？15

労働場面や日常場面での工ラーについて、認知心理学の立場から考えていきます。ヒューマン工ラーと認知8 社会人・高校生

身体障害者補助犬について9 身体障害者補助犬の受け入れについて、受け入れ施設、補助犬使用者、施設利用者、
それぞれの立場に立って考えます。

社会人
高校生

教育とジェンダー10 学校教育や生涯学習におけるジェンダーの問題をとりあげます。
進路や子育て、LGBT対応など具体的内容はご相談下さい。

学校教育および
生涯教育関係者
中学生・高校生

自動車や自転車などの移動手段は便利な反面、大きなリスクを伴います。
交通事故から身を守るために心がけることについて考えます。

交通事故から身を守るために16
社会人

中学生・高校生

ジェンダーと人権11 DV、性暴力、ハラスメント、LGBTなどについてジェンダーの視点から考えます。
具体的な内容についてはご相談下さい。

社会人
中学生・高校生

生と死を考える12 日常あまり意識することのない 「生」や「死」について考え、
「よりよく生きること」をともに考えていくことを目指します。

社会人
中学生・高校生

先人の伝記にみる日本人の心13 二宮金次郎や杉原千畝などの先人の伝記を学び、現代に役立つ道徳を考えてみましょう。 中学生・高校生

一般地域住民を対象に実施した疫学調査結果を紹介するとともに、
最近明らかになってきた客観的疲労評価法について解説します。

日本における疲労の現状と評価法
社会人
高校生

4

関西福祉科学大学 健康科学科では、本学科教員が皆さんのもとへ出向いて講義を行う「出張講座」を実施しています。
社会人や児童・生徒・教職員を対象として、大学の教育や専門的な分野の内容に興味をもって頂くことを目的としています。
各種研修会や知識・教養を広げる生涯学習の機会としてぜひご活用下さい。

関西福祉科学大学 健康福祉学部

健康科学科 出張講座
下記のキーワード以外でも「健康」に関わる内容であれば担当可能です。担当者までご相談下さい。

たとえばこんなキーワードの講義が可能です。

健康科学

出張講座の具体例

学校保健 健康教育養護教諭 労働者疲労 睡眠 障害

性の多様性 アメリカ史

ストレス

放射能と人体への影響交通安全ジェンダー LGBT

性教育 感染症

死生学



令和　　年　　月　　日

健康科学科「出張講座講師派遣申請書」
１．申請者

２．実施目的・内容等

３．開催希望日時・受講者等

４．開催場所等

５．希望する出張講座
表ページにある健康に関連した「キーワード」または、「（No）テーマ」をお書き下さい（健康に関係したその他のキーワードでも可能）。

団体名等

ご担当者名・ご所属

ご担当者連絡先 メールアドレス 電話
FAX

開催希望日時

候補1 令和　　年　　月　　日（　　） 　　時　　分 ～ 　　時　　分
講座時間：（　　　）分

候補2 令和　　年　　月　　日（　　） 　　時　　分 ～ 　　時　　分

対象者・人数 児童生徒（幼・小・中・高＿年）・教職員・会社員・その他（　　　　　　　）  （　　　）名程度

会場名

会場住所

最寄り駅 駐車場利用（可・不可）

キーワード

FAX送信先：関西福祉科学大学 健康福祉学部 健康科学科　担当者（治部・木村）行
（大学総務部 FAX：072-978-0377）

①表ページにある健康に関連した「キーワード」または、「（No）テーマ」をお書き下さい。
②下記の「出張講座講師派遣申請書」または、健康科学科公式サイトの出張講座ページよりダウンロード可（Wordファイル）に、
　必要事項を記入のうえ、担当者宛てにFAXまたはメールにてお申込み下さい。
③お申込み後、 1週間程度で申請受理メ ールをお送りします。申請受理後、 約1カ月程度で調整結果をお知らせいたします。

【出張講座実施についての留意事項】
スケジュール調整には時間を要しますので、実施希望日の3カ月前を目安にお申し込み下さい。調整がつかない場合はお断りすることもございますので、あらかじめご了承下さい。
講師の報酬・交通費については、ご相談下さい。

健康科学科「出張講座」申込みの流れ

FAX（072-978-0377）　E-mail（kenko-kagaku@tamateyama.ac.jp）　健康科学科公式サイト（http://kenko-kagaku.net）

No テーマ


